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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

回次 第19期 第20期 第21期 第22期 第23期

決算年月 2021年３月 2022年３月 2023年３月 2024年３月 2025年３月

売上高 (千円) 980,420 1,739,013 1,695,426 1,767,655 2,010,575

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) 90,912 △57,406 139,677 168,215 164,904

親会社株主に帰属する
当期純利益又は親会社
株主に帰属する当期純
損失(△)

(千円) 59,781 △89,983 82,254 99,585 96,293

包括利益 (千円) 59,781 △89,983 82,254 99,585 96,293

純資産額 (千円) 898,346 826,448 930,632 1,039,126 1,136,721

総資産額 (千円) 1,233,545 1,733,234 1,612,849 1,627,598 2,057,511

１株当たり純資産額 (円) 460.01 416.85 460.06 509.77 557.03

１株当たり当期純利益
または１株当たり当期
純損失(△)

(円) 30.72 △45.64 41.31 48.94 47.21

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) 29.28 ― 40.66 47.98 46.63

自己資本比率 (％) 72.8 47.7 57.7 63.8 55.2

自己資本利益率 (％) 6.9 ― 9.4 10.1 8.9

株価収益率 (倍) 43.3 ― 34.4 25.1 17.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 114,884 23,572 226,129 123,528 220,453

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △22,921 △550,204 △45,973 △118,176 △426,589

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 67,341 328,167 △131,823 △121,564 292,183

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 765,562 567,098 615,430 499,217 585,264

従業員数
(名)

90 139 135 129 132
〔外、平均臨時
雇用者数〕 〔―〕 〔―〕 〔―〕 〔―〕 〔―〕

(注) １．従業員数は就業人員であり、平均臨時雇用者数(パートタイマー・アルバイト)は年間平均人員を〔〕内にて

外数で記載しております。

２．第20期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり当期純

損失のため、記載しておりません。

３．第20期の自己資本利益率及び株価収益率については、親会社株主に帰属する当期純損失を計上しているた

め、記載しておりません。

４．「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第20期の期首から適用してお

り、第20期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっておりま

す。
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(2) 提出会社の経営指標等

回次 第19期 第20期 第21期 第22期 第23期

決算年月 2021年３月 2022年３月 2023年３月 2024年３月 2025年３月

売上高 (千円) 922,302 956,236 944,997 1,010,131 1,111,463

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) 85,772 △95,268 127,411 160,243 155,052

当期純利益又は当期純
損失(△)

(千円) 57,628 △89,014 94,389 121,078 125,258

資本金 (千円) 265,877 274,920 285,897 290,351 291,002

発行済株式総数 (株) 1,952,875 1,982,625 2,022,843 2,038,418 2,040,693

純資産額 (千円) 896,193 825,265 941,583 1,071,570 1,198,130

総資産額 (千円) 1,226,434 1,444,491 1,450,860 1,488,091 1,904,325

１株当たり純資産額 (円) 458.91 416.25 465.48 525.69 587.12

１株当たり配当額
(円)

― ― ― ― ―
(１株当たり中間配当額) (―) (―) (―) (―) (―)

１株当たり当期純利益
又は１株当たり当期純
損失(△)

(円) 29.61 △45.15 47.40 59.50 61.41

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) 28.22 ― 46.66 58.34 60.66

自己資本比率 (％) 73.1 57.1 64.9 72.0 62.9

自己資本利益率 (％) 6.7 ― 10.7 12.0 11.0

株価収益率 (倍) 44.9 ― 30.0 20.6 13.1

配当性向 (％) ― ― ― ― ―

従業員数
(名)

81 97 94 92 89
〔外、平均臨時
雇用者数〕 〔―〕 〔―〕 〔―〕 〔―〕 〔―〕

株主総利回り (％) 198.2 102.5 211.8 182.9 119.8

(比較指標：配当込み
TOPIX)

(％) (142.1) (145.0) (153.4) (216.8) (213.4)

最高株価 (円) 2,023 1,684 2,054 2,870 1,335

最低株価 (円) 667 575 650 875 719

(注) １．１株当たり配当額及び配当性向については、配当を実施していないため記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、第20期は、潜在株式は存在するものの、１株当たり当期

純損失であるため記載しておりません。

３．第20期の自己資本利益率については、当期純損失を計上しているため、記載しておりません。

４．株価収益率については、第20期は、当期純損失を計上しているため、記載しておりません。

５．従業員数は就業人員であり、平均臨時雇用者数(パートタイマー・アルバイト)は年間平均人員を〔〕内にて

外数で記載しております。

６．最高株価及び最低株価は、2022年４月３日以前は東京証券取引所マザーズにおけるものであり、2022年４月

４日以降は東京証券取引所グロースにおけるものであります。

７．「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第20期の期首から適用してお

り、第20期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっておりま

す。
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２ 【沿革】

当社は、2000年５月に福井県福井市においてＷｅｂサイト及びシステムの受託開発を行う個人事業を興したことに

始まり、その後2002年10月に、現在の株式会社インフォネットの前身である「有限会社インフォネット」を設立いた

しました。その後、2004年の増資に伴い現在の「株式会社インフォネット」に商号を変更いたしました。

当社はＷｅｂサイト構築を、企画デザインからシステム開発、サーバの構築整備保守まで、ワンストップでソリュ

ーションを提供できることを事業上の特徴としています。ＨＴＭＬ等の特別な技術をもたないＷｅｂ担当者であって

も、見たままの画面でＷｅｂサイトを更新管理運用可能なシステム「ｉｎｆｏＣＭＳ」を開発し、直接・間接を問わ

ず幅広く展開しております。また、2024年７月には新たな自社開発ＣＭＳである「ＬＥＮＳＡｈｕｂ」をリリースす

るなど、新規プロダクトの積極的な開発にも取り組んでおります。

当社の沿革は、以下のとおりであります。

年月 概要

2002年10月 Ｗｅｂサイト及びシステムの受託開発を目的とする会社として、福井県坂井市に、現在の株式会社

インフォネットの前身である「有限会社インフォネット」を設立

2004年６月 増資に伴い「株式会社インフォネット」に組織変更

2006年４月 東京都品川区に営業拠点として東京オフィスを開設

2006年12月 本社社屋を建設し、ソフトパークふくい(福井県坂井市)へ本社移転

2007年５月 東京都中央区へ東京オフィスを移転

2007年８月 ＩＳＯ９００１・ＩＳＯ２７００１の認定を本社及び東京の２拠点で取得

2007年12月 Ｗｅｂサイトコンテンツ管理システム「ｉｎｆｏＤＮＮ」を開発

2008年１月 マイクロソフトＩＴベンチャー支援プログラム準認定企業に採択

2011年１月 ｉｎｆｏＤＮＮをメジャーバージョンアップし「ｉｎｆｏＣＭＳ」として販売開始

2011年10月 本社登記を東京オフィス(東京都中央区)へ変更

2013年１月 社員数増加により本社を移転(東京都中央区)

2016年２月 社員数増加により本社を移転(東京都千代田区)

2016年５月 ｉｎｆｏＣＭＳをメジャーバージョンアップし「ｉｎｆｏＣＭＳ９」として販売開始

2017年６月 株主の変更に伴い、株式会社インフォネット・ホールディングスが設立され100％子会社となる

2017年10月 株主の変更に伴い、株式会社フォーカスの子会社となる

2018年２月 人工知能(ＡＩ)を活用した進化するＡＩチャットボット「Ｑ＆Ａｉ」を開発

2018年５月 佐賀県佐賀市と事業所設置及び事業実施に係る進出協定を締結

2018年７月 佐賀支社開設

2019年６月 東京証券取引所マザーズに株式を上場

公募増資による新株式発行により、株式会社フォーカスが「その他の関係会社」となる

2019年12月 音声入力ＡＩレポーティングシステム「Ｒｅｐｏｔｔｉ」を開発

2020年４月 スプレッドシステムズ株式会社の株式を取得し完全子会社化

2020年６月 経済産業省「ＩＴ導入補助金２０２０」における「ＩＴ導入支援事業者」採択

2020年６月 大阪支社を開設

2021年４月 当社連結子会社であるスプレッドシステムズ株式会社を吸収合併

2021年４月 株式会社アイアクトの株式を取得し完全子会社化

2021年４月 多言語自動翻訳機能と動画配信機能を付加した新商品「ｉｎｆｏＣＭＳ１０ｐｌｕｓ」を販売開始

2021年６月 経済産業省「ＩＴ導入補助金２０２１」における「ＩＴ導入支援事業者」採択

2021年12月 経済産業省「情報処理支援機関（スマートＳМＥサポーター）」に任命

2022年４月 東京証券取引所の市場区分再編に伴い、マザーズ市場からグロース市場へ移行

2022年４月 当社100％出資の子会社として、株式会社デロフト（現 株式会社ｉ-ⅯｅｄｉＸ）を設立

2023年１月 Ｇｏｏｇｌｅ Ａｎａｌｙｔｉｃｓ４連携型アクセス分析ツール「ＭＥＧＬＡＳＳｆｉｎｄｅｒ

（メグラスファインダー）」を販売開始

2023年８月 企業の効果的なコーポレートコミュニケーションを支援する「サステナビリティサイト診断」の提

供を開始

2024年１月 記事作成を劇的に加速させるＡＩライティングサービス「ＬＥＮＳＡｗｒｉｔｅｒ」を開発

2024年４月 株式会社ブランドデザインの株式を取得し完全子会社化

2024年７月 デジタルエクスペリエンスが連鎖するＣＭＳ「ＬＥＮＳＡｈｕｂ（レンサハブ）」を販売開始

2024年10月 株式会社撮影ティブの株式を取得し完全子会社化



株式会社インフォネット

5

３ 【事業の内容】

当社グループは福井県にて創業し、Ｗｅｂ・ＡＩといったＩＴ技術を用いた自社開発のプロダクトを主軸に、導入

から運用まで一気通貫した形でお客様のマーケティングＤＸ、業務効率化ＤＸを支援し、お客様の課題解決に向けた

トータルパッケージを提供しています。主に企業のＷｅｂサイト(ホームページやその他商業目的として利用されるウ

ェブページ等の総称)構築及びＷｅｂサイトの運用保守の代行業務を請け負っております。また、高い安全性と高い機

能性を備えながらも、直感的な操作によって自社サイトを管理できるシステムを開発しようという考えから、自社製

品としてのコンテンツ・マネジメント・システム(Ｗｅｂサイトを構成する文書や画像等の素材を統合し体系的な管理

を可能とするプログラム(以下、ＣＭＳ))である「ｉｎｆｏＣＭＳ」や「ＬＥＮＳＡｈｕｂ」を開発し、今日に至って

おります。

また、Ｗｅｂサイト構築及びＷｅｂサイトにかかるサーバ環境の構築整備・システム運用保守にとどまらず、Ｗｅ

ｂに関わる業務改善や、Ｗｅｂサイト運用を補助する目的としても利用できる周辺商品の開発にも取り組んでおりま

す。例えば、専門的な知識がなくても簡単にＧｏｏｇｌｅ Ａｎａｌｙｔｉｃｓ４のデータを用いたアクセス分析が可

能なＷｅｂサイトアクセス分析サービス「ＭＥＧＬＡＳＳ ｆｉｎｄｅｒ」や記事作成を劇的に加速させるＡＩライテ

ィングサービス「ＬＥＮＳＡｗｒｉｔｅｒ」等の販売を行っております。子会社である株式会社アイアクトからはＡ

Ｉを利用したファイル・サイト内検索システム「Ｃｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃｈ」、会話の分岐が可能な第２世代ＡＩチャ

ットボットシステム「Ｃｏｇｍｏ Ａｔｔｅｎｄ」のサービスを提供するなど、Ｗｅｂサイトに紐づく様々な課題解決

の幅を広げております。

当社グループは、当社及び子会社４社で構成されており、事業体制としましては、東京本社・大阪支社を営業拠点、

福井支社・佐賀支社を開発拠点とし展開する体制を整備しております。

当社グループの運営する主たるサービスの内容は、以下のとおりであります。

商用ＣＭＳとしてあらゆる企業・団体様において理想的
なＷｅｂサイトの構築が可能。
Ｗｅｂ担当者の業務負担軽減と効果的なＷｅｂマーケテ
ィングを実現する高機能・オールインワンパッケージの
ＣＭＳです。

圧倒的な操作性と強力なセキュリティを兼ね備えた次世
代ノーコードＣＭＳ。アクセスに強い、セキュリティに
強い、運用に強い、小規模サイトからエンタープライズ
系のサイトまで企業のＷｅｂサイト担当者をフルサポー
トいたします。

専門的な知識がなくても簡単にＧｏｏｇｌｅ Ａｎａｌ
ｙｔｉｃｓ４のデータを用いたＷｅｂサイトアクセス分
析を可能にするＷｅｂサイトアクセス分析サービスで
す。

テーマやキーワードを選択することでＡＩを利用した記
事作成を行えるＡＩライティングサービスです。本サー
ビスにおいては、記事作成機能に加え、作成された記事
の類似チェック、ひとつの記事を複数ユーザーで編集で
きる共有編集機能を搭載し、提供いたします。

ＩＢＭ Ｗａｔｓｏｎを利用したＡＩ文書検索。検索す
るユーザーが使う検索文章と、ページ内に記述されてい
る言葉や文章が違っていても検索できます。数十万ペー
ジのマニュアル検索や製薬、金融などのＷｅｂサイトで
利用いただけます。

ＩＢＭ Ｗａｔｓｏｎを利用したＡＩチャットボット。
単純な自動応答だけではなく、Ｃｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃ
ｈと連携してＦＡＱページやマニュアルをＡＩ検索して
自動回答することも可能です。社内問合せ対応、ＤＸシ
ステム、コールセンタシステムとして利用いただけま
す。

当社グループはＷｅｂ受託開発・ＡＳＰサービス事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はして

おりません。セグメントを構成する主要サービスは、(1)ｉｎｆｏＣＭＳ、(2)ＬＥＮＳＡｈｕｂ、(3)ＭＥＧＬＡＳＳ

ｆｉｎｄｅｒ、(4)ＬＥＮＳＡｗｒｉｔｅｒ、(5) Ｃｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃｈ、(6) Ｃｏｇｍｏ Ａｔｔｅｎｄの６つと

なるため、以下に主要サービス別の記載をいたします。
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(1) ｉｎｆｏＣＭＳ

ＣＭＳは、2005年頃より広く普及してきております。Ｗｅｂサイトの編集・更新作業をＣＭＳのない環境におい

て行う場合、ＦＴＰ(Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ)でのサーバアクセスを行った上で、専門的な

知識が必要となるマークアップ言語等(ＨＴＭＬ(ＨｙｐｅｒＴｅｘｔ Ｍａｒｋｕｐ Ｌａｎｇｕａｇｅ)やＣＳＳ

(Ｃａｓｃａｄｉｎｇ Ｓｔｙｌｅ Ｓｈｅｅｔｓ))を駆使しての編集・更新作業が必要となるため、専門知識を有す

るエンジニア、あるいは外部専門業者への依頼が一般的でした。そのため従来のＷｅｂサイトの編集・更新作業に

は人的なコスト、金銭的なコスト、時間的なコストが多く発生し、編集・更新頻度も限られてしまう事が一般的で

した。ＣＭＳでは、上記のＦＴＰ、ＨＴＭＬ、ＣＳＳといった専門知識が必要となる処理については全てシステム

側で行われるようプログラムが組み込まれており、編集・更新の目的となる文章、画像等の情報のみを準備すれば

専門知識がなくともワードやエクセル等の一般的なＰＣの操作経験を有していれば、誰もが容易にＷｅｂサイトリ

リース前の編集・更新作業及びリリース後の更新作業を行うことが可能となります。

当社グループが提供するｉｎｆｏＣＭＳにおいては、表示される画面そのままに編集・更新を行うことが可能と

なるよう、画面の操作性についても更なる工夫がなされた設計となっております。

「編集画面イメージ」

またその他の特徴としては、ＴＤｎｅｔ(Ｔｉｍｅｌｙ Ｄｉｓｃｌｏｓｕｒｅ Ｎｅｔｗｏｒｋ／適時開示情報伝

達システム)やＥＤＩＮＥＴ(Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｄｉｓｃｌｏｓｕｒｅ ｆｏｒ Ｉｎｖｅｓｔｏｒｓ ＮＥＴｗ

ｏｒｋ／金融商品取引法に基づく有価証券報告書等の開示書類に関する電子開示システム)連携など90種類以上の標

準機能がオールインワンパッケージとなっており、あわせてＰＣ・スマートデバイスへの対応も一元管理が可能な

ため、企業が保有する多種多様なＷｅｂサイトに導入可能です。

今日におけるＣＭＳには無償で公開されているオープンソース(注)と、有償で提供されるクローズドソース(注)

のＣＭＳが流通しており、当社グループ製品は後者に該当いたします。オープンソースのＣＭＳにおいては安価で

あり誰でもソースコードを改定できることから拡張機能における自由度は高い反面、ホームページの改ざん、任意

のスクリプト(簡易的なプログラミング言語)が勝手に実行される、偽の画面が表示される、拡張機能自体について

安全面での脆弱性がある等の負の側面がありますが、安価のため、ブログ等の個人利用に適しているものとされて

おります。一方で当社グループが提供しているクローズドソースのＣＭＳについては、企業が独自開発しそれ自体

を製品化している事が一般的であり、拡張機能等の実装については開発企業が作業することが前提となることから、

機能面における自由度はある意味で限られる面はあるものの、安全面での充実度に優れ、当社グループが市場とみ

なす企業におけるオウンドメディア(自社で有するインターネットを通じたメディア、例：ホームページ、ブログ、
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フェイスブックアカウント等)のための商用システムとしては適しているものと考えられております。

(注) オープンソースとは、ソフトウエアのプログラミング言語としての文字列(ソースコード)を無償で公開し

ており、誰でも自由に改良・再配布を可能としてあるソフトウエアを指します。

クローズドソースとは、ソフトウエアのプログラミング言語としての文字列(ソースコード)が公開されて

おらず、開発者でなければ修正等を行えないソフトウエアを指します。

また当社グループの属するＷｅｂインテグレーション(Ｗｅｂサイトやモバイルサイトの戦略立案、設計・制作か

ら運用・更新と上流から下流まで全てのソリューション提供を行う業務)市場においては、各々の業務に専門的知見

を要することから、Ｗｅｂ・ＩＴコンサルティング会社、Ｗｅｂマーケティング・企画会社、Ｗｅｂデザイン制作

会社、システム開発会社、サーバ保守等サービス提供会社、ＣＭＳの開発会社等の各分野のサービス提供会社によ

る分業制が標準化しております。そのため企業の側において、ＣＭＳを導入してＷｅｂサイトを構築・運用すると

いう一連の業務において、複数企業との調整が必要となり、時間・人・金銭を問わず負担コストは多く発生してし

まうことが一般的です。

このような中にあって当社グループは、Ｗｅｂサイト構築及びその後の運用保守において必要とされる全ての業

務を、当社グループのみで完結できるよう、営業人員・プログラマー人員・デザイナー人員・デバッガー人員・Ｗ

ｅｂディレクター人員・サポート人員等のあらゆる業種の人員が所属しております。そのため、Ｗｅｂサイトに必

要となる全てのサービスを、当社グループのみで一気通貫して提供することが可能となっており、業界における当

社の特徴的な優位性であるものと認識しております。また自社営業部門による直接契約により顧客及び市場の課

題・需要を常に捉え、当社グループの開発技術により、解決方法となり得る拡張機能等を開発・提案し、顧客のＷ

ｅｂサイトひいては顧客のオウンドメディアの拡張・展開・成長につなげております。

ＣＭＳ事業においては新規導入に際して、Ｗｅｂサイトの構築代金を受領し、当社グループＣＭＳ上に顧客の要

望に沿ったＷｅｂサイトを設計・デザイン・構築いたします。Ｗｅｂサイトの納品後におきましてはＣＭＳの利用

期間中、ＣＭＳプログラム及びサーバネットワークの運用保守・維持管理にかかる月額利用料を受領し、ＣＭＳの

運用サポート、不具合対応及び顧客依頼に基づく軽微な修正等を行っております。
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このように当社は、高機能な自社開発ＣＭＳ、顧客需要にあわせた周辺製品の開発をも併せた課題解決力を強み

に、サービスを提供しております。

「業務関係図」
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(2) ＬＥＮＳＡｈｕｂ

人手不足やデジタルシフトの中で、企業は商品やサービスの認知度向上やブランディング、Ｗｅｂマーケティン

グ等これまで以上にＷｅｂサイトを積極的に活用し、成果を創出していく必要があります。

しかし、多くの企業は非専門人材が兼任で担当しており、Ｗｅｂサイトの更新業務に時間が割けない、オープン

ソースＣＭＳのセキュリティ問題など、多くの課題に直面しています。

これらの課題に対応するソリューションとして、オーダーメイドをベースとしたオールインワン商用ＣＭＳ「iｎ

ｆｏＣＭＳ」に加え、新たに進化させた次世代ＣＭＳとして「ＬＥＮＳＡｈｕｂ」の提供を開始いたしました。

この次世代ＣＭＳ「ＬＥＮＳＡｈｕｂ」では、コーポレートサイトや製品サイトといったサイトカテゴリーに合

わせたテーマ・テンプレートをノーコードにて活用いただけるプランをご用意しております。上段に挙げさせてい

ただいた課題解決を支援すると共に、誰でもより簡単に、素早く、リーズナブル且つセキュアなＷｅｂサイトを立

ち上げることができるようになります。

小規模サイトからエンタープライズ系のサイトまで企業のＷｅｂサイト担当者をフルサポートいたします。

●サービスの特長

・直感的なインターフェースと豊富なテーマ・テンプレート

誰でも簡単に操作できるノーコードベースの直感的なインターフェースに加え、サイトカテゴリー毎に合わせた

豊富なテーマ・テンプレート

・強固なセキュリティ

管理領域内の暗号化・ＷＡＦの標準装備、パスワードポリシー設定によるガバナンス強化、アクセスのＩＰ制限

や詳細なログ管理等

・大量アクセスに強い

Ａｍａｚｏｎ ＣｌｏｕｄＦｒｏｎｔによりサイトへの大量アクセスを高速処理。アクセス数やサイト規模に応

じた柔軟なスケールアップでストレスのない運用が可能です。

・運用支援機能

Ｗｅｂサイトのアクセス分析からＡＩによる記事作成サービスなどお客様のゴールに向けた運用をサポートいた

します。
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「ＬＥＮＳＡｈｕｂテンプレートイメージ」
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(3) ＭＥＧＬＡＳＳ ｆｉｎｄｅｒ

ＭＥＧＬＡＳＳ ｆｉｎｄｅｒは、サイトの中身を覗くメガネ「ＧＬＡＳＳ」とページを「巡らす」という２つ

の意味を合わせた造語で名づけられた、Ｗｅｂサイトのアクセス解析ツールです。ご自身のＧｏｏｇｌｅ Ａｎａ

ｌｙｔｉｃｓ４(ＧＡ４)のアカウントと連携することで、これまでのユニバーサルアナリティクス(ＵＡ)を使い慣

れた方にも馴染みやすい項目でアクセス状況を把握することが出来ます。

「用語や設定が難しく、大事な数字がどこにあるのかわからない」

「他の業務も兼任していてサイト分析まで手が回らない」

「初めてでもわかる操作画面で、属人化を防ぎたい」 など

Ｗｅｂ担当者が抱える様々なお悩みを元に、ユーザー視点に立ってシンプルに設計されています。

アクセス分析に対する知識に自信がない方でも、難しい設定不要で手軽に主要なデータの閲覧が可能です。レポ

ート出力機能を利用すれば、ワンクリックでレポート作成が完了。社内の報告業務などもこれまでよりスピーディ

ーに行えます。簡易的な無料のプランから、最新のＷｅｂサイトのトレンド情報や分析コンサルティングが含まれ

るプランなど、お客様に合わせて最適なサービスを提供します。

「ＭＥＧＬＡＳＳ ｆｉｎｄｅｒ操作画面イメージ」
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(4) ＬＥＮＳＡｗｒｉｔｅｒ

Ｗｅｂサイト運用に不可欠な記事作成業務を、低コストで大幅時短するＡＩライティングサービスです。法人サ

イトでよく利用されるジャンル、トーン、文字数等のカテゴリがあらかじめセットされているため、選択してテー

マやキーワードを入力するだけで指定した文字数の記事をパパっと作成することができます。

また、類似チェックや要約・校正作業、チームでの共同編集にも対応しているため、業務上でのテキスト作成作

業全般にご利用いただくことが可能です。

こんな方におすすめ

・コンスタントに、低コストで記事作成を行いたい

・タスクが多く、記事作成業務にかける時間がない

・ＡＩツールでの記事作成は著作権侵害や盗作が気になる

「ＬＥＮＳＡｗｒｉｔｅｒ活用イメージ」
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(5) Ｃｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃｈ

Ｃｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃｈは、マニュアルの検索、複雑・専門的な表現のあるファイルなどがある部署、サイトで

効果を発揮します。旧来の検索システム技術では解決できなかったことをＣｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃｈが解決します。

業務が複雑でマニュアルが多い部署に

業務内容が多岐にわたる場合や、法律などの複雑な業務内容でマニュアルを参照しないと業務が成り立たないよ

うな場合において、同じような「単語」がいくつもあることが原因で検索が難しかったマニュアル検索に適応でき

ます。

言葉が複雑なＷｅｂサイトの検索に

たとえば、医療や金融など法律で言葉遣いが制限されているようなＷｅｂサイトでは、ユーザーが使う検索単

語・文では単語マッチせず、検索結果がゼロ件というようなこともあります。Ｃｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃｈはそのよう

な言葉の違いを吸収することができます。

コールセンターのマニュアル検索

オペレータがお客様からの問い合わせを受け、その内容を最適な検索ワードに変えて資料やマニュアルを検索す

る必要があります。その検索ワードへの変換にはスキルが必要でしたが、そのスキル部分をＷａｔｓｏｎに学習さ

せることができます。

イントラサイトの資料検索

イントラサイトにマニュアルファイルはあるけれど、探しきれない。資料は専門用語で記述されている一方で、

探すユーザーはその単語がわからないので、曖昧検索をする。そのような場合にＣｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃｈは最適な

ファイル検索結果を提示できます。

「Ｃｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃｈ活用イメージ」
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(6) Ｃｏｇｍｏ Ａｔｔｅｎｄ

Ｃｏｇｍｏ ＡｔｔｅｎｄはＡＩチャットボット導入の目的をきちんと遂行するため、お客様の負担を減らして高

度な会話を構築提供し、運用作業代行を基本サービスにしています。お客様は「やりたいこと」にしっかり集中で

きます。

Ｗａｔｓｏｎの検索との連携

Ｗａｔｓｏｎのドキュメント検索を利用した、ＡＩ検索の『Ｃｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃｈ』と連携して、テキストで

回答を出しつつＷＥＢサイトのページやファイルを回答の補完として提示することができます。マニュアル回答・

検索にも最適です。

社内に眠るファイル資産を検索

見積、提案書、契約書、ＣＡＤなどの設計データ、ファイルサーバやＮＡＳに眠るファイルは大切な資産です。

チャットボットからそのファイルを検索することができます。Ａｃｔｉｖｅ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙにも標準対応、ユ

ーザーが閲覧してよいファイルしか検索結果には表示されません。

ＡＩと人のコラボレーション

ＡＩの進化によって、多くの回答を答えられるようになってきていますが、丁寧さ、臨機さではまだ人の対応が

必要な場合もあります。24時間365日はＡＩが回答、より丁寧なコミュニケーションが必要な時には、オペレータな

どの有人チャットに切り替えることが容易に出来ます。

チャット×自動化が働き方改革に効く

パスワードリセットや定型業務を行うＲＰＡ/ＲＢＡ、運用自動化ソフトウエアと連携して、チャットとの会話で

タスクを依頼すれば自動処理が実行されます。受け付けるまでをデジタル化しても最後は人の手で行っていたタス

クを、システムに任せてより生産性のある業務に従事できます。

「Ｃｏｇｍｏ Ａｔｔｅｎｄ活用イメージ」



株式会社インフォネット

15

以上に述べた事項の事業系統図は次の通りです。
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４ 【関係会社の状況】

名称 住所
資本金又は
出資金
(千円)

主要な事業
の内容

議決権の所有
（又は被所有）

割合(％)
関係内容

(連結子会社)

株式会社アイアクト

(注)３，４
東京都千代田区 19,000

Ｗｅｂインテグレーション、

システムインテグレーショ

ン、コンテンツマーケティン

グ&プロモーション、Ｗｅｂ

戦略立案&コンサルティング、

データ&アナリティクス、AI

導入支援、AIチャットボット

サービス、検索サービス

100.00

事務の受託

システム開発業務の

受託

Web制作業務の委託

配当金の受取

役員の兼任

株式会社ｉ－ＭｅｄｉＸ 東京都千代田区 10,000

インターネットを利用した情

報通信システムの企画、制

作、管理運営に関する業務、

インターネットを利用した情

報の収集、管理、提供の各サ

ービスおよびコンサルティン

グに関する業務等

100.00

事務の受託

Web制作業務の委託

貸付金

株式会社ブランドデザイン 大阪府堺市東区 3,000

ブランディング（採用/動画

等）、デザイン、デジタルマ

ーケティング、Ｗｅｂサイト

構築、ＣＭＳ導入、コンテン

ツマーケ導入等

100.00

事務の受託

Web制作業務の受託

Web制作業務の委託

役員の兼任

株式会社撮影ティブ 東京都渋谷区 2,000

ブランドコミュニケーション

設計、写真/動画撮影・デザ

イン制作、コピー開発・記事

制作、ＳＮＳ戦略サポート

100.00

事務の受託

Web制作業務の受託

Web制作業務の委託

役員の兼任

(その他の関係会社) （被所有）

株式会社フォーカスキャピタル 東京都世田谷区 1,000 資産管理及び投資事業 42.75 役員の兼任

(注)１．有価証券届出書又は有価証券報告書を提出している会社はありません。

２．議決権の所有又は被所有割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

３．特定子会社であります。

４．株式会社アイアクトについては、売上高（連結会社相互間の内部売上高を除く）の連結売上高に占める割合

が10％を超えております。

主要な損益情報等 ① 売上高 814,177千円

② 経常利益 116,659 〃

③ 当期純利益 77,126 〃

④ 純資産額 349,971 〃

⑤ 総資産額 513,243 〃

５ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

2025年３月31日現在

セグメントの名称 従業員数(人)

Ｗｅｂ受託開発・ＡＳＰサービス事業 132

合計 132

(注) １．当社グループは、Ｗｅｂ受託開発・ＡＳＰサービス事業の単一セグメントであるため、全社合計での従業員

数を記載しております。

２．平均臨時雇用者数については、従業員数の100分の10未満のため、記載を省略しております。
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(2) 提出会社の状況

2025年３月31日現在

従業員数(人) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

89 38.3 6.1 4,825

事業部門の名称 従業員数(人)

メディアプロデュース部 14

カスタマーエクスペリエンス部 28

エンジニアリング部 25

事業推進部 9

品質管理部 3

人事部 4

経営管理部 5

経営企画室 1

合計 89

(注) １．従業員数は就業人員であります。

２．平均臨時雇用者数については、従業員数の100分の10未満のため、記載を省略しております。

３．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

４．当社は、単一セグメントであるため、事業部門別の従業員数を記載しております。

(3) 労働組合の状況

当社グループの労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。

(4) 管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率及び労働者の男女の賃金の差異

① 提出会社

当事業年度

補足説明
管理職に
占める

女性労働者
の割合(％)
(注１)

男性労働者の
育児休業
取得率(％)
(注２)

労働者の男女の
賃金の差異(％)(注１)

全労働者
正規雇用
労働者

パート・
有期労働者

35.7 (注３) ― 91.7 91.7 ― ―

(注) １．「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）の規定に基づき算出したもの

であります。

２．「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の規

定に基づき、「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律施行規則」（平成

３年労働省令第25号）第71条の６第１号における育児休業等の取得割合を算出したものであります。

３．男性労働者の育児休業取得率について、2025年３月期における取得対象となる該当者はありませんでした。

② 連結子会社

当社の連結子会社は、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）及び「育

児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の規定による

公表義務の対象ではないため、記載を省略しております。
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